
1．背景・目的

マテリアル・インフォマティクスの進展に伴って、

性能予測や物質探索などに向けたデータ駆動型のプラット

フォームやアプリケーションの需要が高まっている。特に研

究創成の段階（データをつくる）から利用（データをつかう）を

実行するデータプラットフォーム構築の取り組みが産学官で

進んでおり、その中でもインフォマティクスに使うことを念頭

に、質を一定に担保した材料データを集める NIMSの取り組

みは日本初である。データ利活用にはデータについての情

報（メタデータ）が必要であり、異なる手法や目的でつくられ

たデータを同一に扱うにはデータ間の互換性も必要になる。

またデータの作者、計測装置、分析に使用するソフトウェア

など、データにかかる記述要素は多様で、多次元である。こ

れらを記述するメタデータや語彙（用語）を、最大公約数的

に標準メタデータスキーマとしてモデル化し、データプラット

フォームとして運用することを目的としている。

2．データプラットフォーム機能 

データプラットフォームは、①つくる機能としてのメ

タデータの生成機能、②ためる機能としてのリポジトリ機能、

③つかう機能としての検索（発見）と取得、④グローバル ID

を付与して引用可能とする機能の 4 つに大別される。これら

は研究プロジェクト等の研究条件に依存して生成、管理さ

れているので、プロジェクト毎に合わせたデータの来歴、所

在、実験レシピなどをメタデータとして取り出し、RDF 記述に

対応する標準スキーマに沿って整形し、Linked Open Data 

(LOD)化することが、データプラットフォームの技術的な挑戦

課題である。LOD 化された多種多様なデータとメタデータを

束ねて一元管理し、検索可能とする。また、データの

GUI/API 取得について、適切なユーザー管理およびデータ

についてのオープン・クローズ方針に基づいた適切な利用

許諾も、セキュアなプラットフォーム機能として重要な機能で

ある。 

3．結果と考察 

日本での材料科学の研究開発を発展・加速する

ためのプラットフォームは、AI 時代における解析や予測など

インフォマティクスを加速するデータ解析機能と共に、次世

代リポジトリというデータ駆動型集積・活用という役割を担っ

ている。自分だけがわかる自分の実験・計算データを、自分

以外にも分かるデータ説明と形式でリポジトリに登録し、適

切な利用規約の下に利用可能とするデータ蓄積文化の醸

成が重要となる。その醸成には、メタデータの作成や変換を

支援するツール、蓄積したデータを可視化して気づきに繋

げる SPARQL 検索が有効であり、機械学習など目的別に

「つかう」シーンに応える次世代リポジトリの課題として取り

組んでおり、知識構造化への展開を次課題としている． 

材料データバンク構想による次世代データプラットフォーム． 
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